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パート3 問題のあるリーダー（１）

K
(U)

講師 川畑直人
（教育学博士・臨床心理士・公認心理師・WAWI精神分析家）

問題のあるリーダー（１）
職場におけるリーダーの心理的課題

組織の病理が生み出される背景に、問題のあるリーダーの存在が考えられる。
力動精神医学の権威、カーンバーグが問題のあるリーダーについての述べてい
る。ここではまず、リーダーが職場でこなさなければならない、心理的な課題に
ついて触れておきたい。
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オットー・カーンバーグOtto 
F. Kernberg（1928 - ）
米国の精神科医、精神分析家。
ウェイル・コーネル医科大学
教授。
境界性人格構造や自己愛病
理に関する精神分析理論で有
名。リーダー論、組織論にも
取り組んでいる。

（Wikipedia参照）

組織におけるパラノイア生成

• 職場にはさまざまなパラノイド状態を生むメンバーの病理的
行動がある（反社会性、パラノイド、抑うつ）

• paranoiagenesis

• 組織的なパラノイド状態が発生する背後には、

• １）基本課題の達成が阻まれ、課題遂行システムが崩壊する。

• ２）組織の機能不全による退行的なグループ・プロセス

• ３）個人に普遍的に潜むパラノイド退行の傾向
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リーダーがおかれる位置
• 組織のリーダーは、強力な攻撃的な力
が押し寄せる、十字路（crossroad）
に立たなくてはならない。

• その力は、リーダーの機能に、打撃を
与える。
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リーダーの内的作業
• 攻撃性を含んだ意気込みをもちつつ

• 課題達成に向けて攻撃性を昇華する

• 自分に投影された攻撃性に飲まれることなく

• 不確実な状況で意思決定を行う

昇華

ブロック

意志決定
課題達成

投影

自らの攻撃
性は昇華し
（適応的な
ものに変
え）、リー
ダーとして
のエネル

ギーにする。

メンバーか
ら投影され
る攻撃的な
イメージは、
跳ね返す。
（身にまと
わない）
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練習休むときはちゃんと
連絡して下さい。

リーダーの役割

• 孤独、依存欲求が満たされない
ことに耐える。

• 組織内で投げつけられるエディ
プス的、性愛化された誘惑、解
離されたサディズムを適切に処
す。

• 正当化された「怒りの表出
indignation」への誘惑に乗ら
ない。

誘惑

対抗心

解離された
サディズム

孤独、依存
欲求不満に
耐える
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